
 

＜１２３＞ 前－１／９ 

第４4回全国障害者技能競技大会 

＜１２３＞パソコンデータ入力 事前公表課題 

１．競技課題及び競技条件 

（１）競技課題 

本競技は、パソコンによるデータ入力作業とする。具体的には、当日実施の規定課題作成競技のみ

とし、以下の３種目からなる。 

①アンケート入力競技 

②文書修正競技 

③帳票等作成競技 

（２）競技時間等 

150分程度を予定し、競技実施の流れと時間配分は以下のとおりとする。 

◆開始 

①全体説明（5分） 

②アンケート入力競技の準備と説明（5分） 

③アンケート入力競技の実施（30分） 

④後処理（5分） 

⑤休憩（10分） 

⑥文書修正競技の準備と説明（5分） 

⑦文書修正競技の実施（30分） 

⑧後処理（5分） 

⑨休憩（10分） 

⑩帳票等作成競技の準備と説明（5分） 

⑪帳票等作成競技の実施（30分） 

⑫後処理（5分） 

⑬競技終了・選手退出（5分） 

◆終了 

（３）作品の提出方法 

アンケート入力競技と文書の修正競技については、作成した電子ファイルが自動的にパソコンのハ

ードディスクに保存されるので、それをもって作品提出とする。 

帳票等作成競技については、競技者は、作成した電子ファイルをハードディスクに保存するとともに、

帳票の PDF ファイルを提出する。 
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２．禁止事項 

（１）競技時間中に他人から指導や助言を受けてはならない。 

（２）他の選手やスタッフの妨害をしてはならない 

（３）競技時間に遅刻及び競技時間中に許可なく席を離れてはならない。 

（４）故意に備品や機材等を毀損させてはならない。 

（５）定められた競技時間・競技エリア以外で課題を実施してはならない。 

（６）公平を期すため、「４．使用機器等」以外のものは持ち込んではならない（書見台等）。 

ただし、健康上の理由に基づくもの（ブランケットやクッション等）は持ち込み可とする。 

（７）その他、大会運営や競技実施に支障を来す恐れがある行為等をしてはならない。 

 

３．競技課題の詳細 

競技課題は、以下のような内容とする。 

（１）アンケート入力競技 

アンケート記載のデータをパソコン画面（表計算ソフトのセル内）に入力する。入力結果は、パソコン

のハードディスクに保存される電子ファイルとして提出する。 

（２）文書修正競技 

完成見本のデータをパソコン画面（文書作成ソフト）で修正する。入力結果は、パソコンのハードデ

ィスクに保存される電子ファイルとして提出する。 

（３）帳票等作成競技 

完成見本及び記載事項、書式、計算式等に関する指示に従い、帳票等を１通作成する。作成した帳

票等は、パソコンのハードディスクに保存される電子ファイル及びPDFファイルを提出する。 

※ 当日競技者には、以下のものが渡される。 

①競技課題資料（「当日課題」） 

②入力用アンケート 

③文書の修正見本 

④帳票等作成競技の入力見本 

 

４．使用機器等 

（主催者が準備するもの） 

①ハードウェア 

・デスクトップパソコン 

・液晶ディスプレイ 

・JIS標準配列キーボード 

・標準の2ボタン式マウス 
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②ソフトウェア 

・基本ソフトMicrosoft Windows10 Professional 

・アプリケーションソフトMicrosoft Office 2019 

③机、椅子、デスクライト等の備品類 

④競技課題２での赤・黒のボールペン、定規類 

 

５．その他 

①競技場での座席の位置は、予め主催者が決定しておく。 

②競技開始前に、パソコン等の調子をみる予備練習を行う。 

③競技中に万一機器が故障した場合は、申し出の上、競技担当の指示に従う。  
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◆アンケートとアンケート入力フォームの例 

表面 

 

 

裏面 
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入力フォーム 
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◆ 文書の修正例（見本画面） 

 

 

 

 

 当日課題で示される例文と、文章の内容や文量は異なります。 



 

＜１２３＞ 前－７／９ 

◆ 文書の修正例（課題（誤字あり）画面） 
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◆ 帳票等作成課題の見本 
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◆ 帳票等作成課題の指示書抜粋 
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⑨ セルE37の8%対象計は、計算式「=SUMIF(D30:D35,"※",G30:G35)」を使って求めてく

ださい。 

⑩ セル E38の 10%対象計は、計算式「=SUMIF(D30:D35,"",G30:G35)」を使って求めてく

ださい。 

⑪ セルG37,G38の消費税はそれぞれ、計算式「8%消費税＝8%対象計*0.08」、「10%消費税

＝10%対象計*0.1」を使って求めてください。 

⑫ セル E39の小計金額、セルG39の消費税計は、関数を使って求めてください。 

⑬ 単価、数量、金額の数字は、セルの書式設定の表示形式から分類を「数値」にして、桁区切り

(,)にしてください。 

⑭ セル E37 から E39、セル G37から G39 は、セルの書式設定の表示形式から分類を「通貨」

にして、黒字の(\1,234)にしてください。 

⑮ セル C22 のご請求金額は、計算式「ご請求金額＝小計＋消費税計」で求めてください。また、リ

ボンにある「通貨表示形式」ボタンを使用して、￥マークと 3桁区切り(,)を設定してください。 

⑯ セル E44の配置は横位置「左詰め」にしてください。 

⑰ セル B29からG29、B30 からG35、D37 から G39 は罫線の格子を設定後に太い外枠を設

定し、B41からG47は外枠を 2重罫線に設定してください。 

⑱ 入力したデータが全部表示されないときは、全部表示されるように列幅をなおしてください。 

 

４．保存 

作成した請求書を、ファイル名「****請求書」でパソコンのデスクトップに保存してください。 
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